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部

静

治

目

央

予t

生
存
の
経
済
的
基
本
と
倫
理

五

以
上
設
〈
所
じ
よ
b
て
考
ふ
る
仁
、
国
民
経
済
に
於
け
る
道
徳
的
一
冗
素
の
承
認
は
、
特
に
国
民
経
済
に
閲
す
る

岡
家
H
A
枇
舎
の
、
合
理
的
廃
置
を
尋
ね
、
叉
前
世
紀
に
於
り
る
諸
改
良
諸
経
選

ω
臆
克
を
究
め
、

現
時
枇
曾
改
良

運
動
の
叙
詑
に
蛍
る
こ
ご
に
よ

h
、
最
も
鮮
明
に
之
を
窺
ひ
得
ぺ
き
ヨ
』
ご
を
想
は
し
む
ご
雌
も
、

そ
の
外
一
般
に

経
済
生
活
の
如
何
な
る
部
面
に
つ
き
て
見
る
も
、
倫
理
的
評
債
を
掃
む
の
俄
地
な
き
は
な
し
、
此
鮎
に
就
き
吾
人

は
恩
師
田
島
博
士
り
好
著
「
経
済

t
道
徳
」
を
想
起
し
、
諸
方
而
的
評
論
が
同
著
仁
よ
h
、
系
統
的
に
加
へ
ら
れ
、

そ
り
題
材
の
取
扱
上
特
色
に
宮
む
こ
ご
を
、
特
記
す
る
の
値
あ
り
Z
確
信
し
、
吾
人
の
如
き
若
輩
が
此
大
問
題
仁

筆
を
染
む
る
が
如
き
、
徒
ら
に
蛇
足
を
添
ゆ
る
に
過
ぎ

F
る
ぺ
し
ご
想
ふ
者
な
h
t
雄
も
、
抑
制
済
及
道
徳
の
交
捗

を
例
詮
す
る
の
趣
旨
に
よ
り
、
以
下
少
し
〈
設
〈
所
ゐ
ら
ん
ざ
す
、
そ
の
間
必
守

L
も
順
序
の
整
頓
を
期
せ
子
、



読
者
之
を
諒
せ
よ
。

倫
理
は
各
個
人
の
道
徳
的
開
化
生
活
が
、
何
に
存
す
べ
き
か
を
示
す
、
而

L
て
各
側
人
が
か
、
る
生
活
を
透
b

得
e
へ
き
か
、
叉
如
何
な
る
税
度
に
於
て
然
る
か
は
、

一
冗
家
経
済
事
情
に
よ
り
左
右
さ
る
〉
ゼ
以
て
、

ゐ
ら
ゆ
る
開

化
困
民

ω祉
合
及
岡
家
は
そ
の
職
分
ご
し
て
、
国
民
を
組
成
せ
る
各
人
及
諸
階
級
が
、
自
力
に
よ
り
又
賢
明
な
る

む
る
に
心
掛
〈
ぺ
し
、

か
、
る
高
山
川
な
る
一
生
活
を
な
り
得
ぺ
き
、
可
能
性
を
宿
せ
る
一
関
民
経
隣
組
織
を
、
備
は
ら
し

か
〈
て
諸
国
民
は
此
義
務
を
引
受
け
、
そ
の
立
法
及
行
政
上
、
又
そ
の
率
問
及
雪
地
に
於

行
動
に
よ
り
、

り
る
枇
合
運
動
上
、
此
職
分
を
議
す
に
努
む
、

右

ω如
〈
視
す
る
に
よ
り
、
道
徳
の
問
題
は
経
済
問
中
の
異
根
帝
に
横
は
る
こ
ご
を
察
す
べ
し
、

か
〈
て
現
に

問
。
m
n
F
2

の
如
き
は
、
経
済
撃
の
基
本
概
念
た
る
宮
又
は
貨
幣
を
定
義
す
る
に
嘗
り
て
古
へ
も
、
そ
の
概
念
が
同

時
に
倫
理
的
並
に
心
理
的
碗
究
の
物
館
た
る
べ
き
二
ご
を
、
合
意
せ
し
む
る
が
如
き
仕
方
に
よ
り
、
貨
物
ご
は
人

の
「
真
」
欲
望
を
、
直
接
間
接
に
充
た
す
の
用
に
供
し
得
ぺ
し
ご
、
承
認
せ
ら
る
、
事
々
物
々
e

伊
」
指
序
正
せ
り
、
貨

物
概
念
決
定

ω
目
的
上
、
右
の
如
く
巽
の
欲
望
又
は
正
常
の
欲
望
己
、
制
限
す
る
の
要
ゐ
る
や
は
別
問
な
る
も
、

経
済
が
倫
理
に
よ
り
支
配
さ
る
正
な
寸
限
h
、
異

ω常
は
人
の
性
質
に
相
感
は
し
〈
、
人
の
道
理
に
よ
り
承
認

さ
れ
た
る
一
欲
望
、
略
言
す
れ
ば
合
理
的
欲
望
を
、
充
た
す
べ
き
事
々
物
々
よ
り
組
成
主
る
ご
、
考
ふ
る
も
不
賞

に
非
子
、
而
し
て
何
が
令
理
的
欲
望
た
る
か
を
、
決
寸
る
者
は
何
な
る
か
を
考
ふ
る
に
、
第
一
に
身
髄
の
賞
際
必

言肯

司書
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刊
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論

叢

倫
明
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と
経
済
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悶
係

第
二
十
巻

(
第
二
強

/、

) 

一
五
六

需
何
た
る
か
を
決
す
る
は
、
生
均
衛
生
の
こ
ご
た
る
も
、
如
何
な
る
限
界
内
に
於
て
、
是
等
の
欲
望
に
満
足
を
奥

ふ
る
}
』
ご
、

正
L
き
ゃ
を
指
定
す
る
は
道
維
の
こ
正
た
り
、
夫
れ
人
は
一
冗
来
貨
物
を
欲
し
、
J

代
用
を
追
随
す
べ
き

者
な
り
ご
し
て
、
之
を
取
扱
ふ
べ
き
経
隣
皐
は
、
人
の
性
質
を
論
じ
、
白
か
ら
叉
そ
の
中
仁
道
徳

ω理
論
を
宿
す

べ
き
、
宗
致
倫
理
又
は
哲
亭
に
謝
し
て
従
た
り
、
宗
数
又
は
哲
間
半
に
あ

h
て
は
、
人
の
性
質
及
使
命
何
た
る
か
を

諭
す
一
.
而
し

τ仰
人
及
一
枇
曾
が
そ
の
時
及
財
産
を
、
何
の
用
途
に
費
や
す
べ
き
か
は
、
人
の
使
命
に
つ
き
で
懐
く

ぺ
き
、
観
念
如
何
に
よ
り
左
右
さ
る
o

人
に
つ
き
肉
惜
従
ひ

τ物
欲
以
外
に
何
物
を
も
見
歩
、
生
命
は
太
虚
の
中

一
刻
那
の
一
生
存
に
外
な
ら
守
正
す
る
率
訟
は
、
究
械
す
る
所
一
耽
命
日
主
字
架
の
絶
調
的
追
随

に
陪
ゐ
る
べ

L
、
之
が
最
古
人
生
凱
の
一
つ
は
、
反
ら
く
は
之
を
駕
約
聖
書
偉
道
之
書
に
求
む
ぺ
し
、
「
夫
智
慧

イ
キ
V
ホ

ヲ

モ

ロ

モ

ロ

ヲ

ザ

多
け
れ
ば
憤
激
多
し
、
知
識
を
増
す
者
は
憂
忠
を
増
す
」
(
一
章
一
八
)
ご
の
結
論
に
達
し
、
「
我
一
珊
の
諸

ω
作
鋳
を

シ
タ

見
仁
か
、
人
は
目
の
下
に
お
こ
な
は
る
、
ご
こ
ろ
の
事
を
究
む
る
あ
た
は
さ
る
な
わ
、
人
こ
れ
を
究
め
ん
ご
勢
す

シ
ル

る
も
、
こ
れ
を
究
む
る
ニ
ご
を
得
争
、
且
叉
智
者
ゐ
り
て
ニ
れ
を
知
ご
恩
ふ
も
、
こ
れ
を
究
む
る
こ
ご
あ
た
は

F

ユ
キ
ヨ
ロ
ゴ
ピ

る
な
り
」
文
章
一
七
)
ご
畳
一
ロ
へ
る
后
、
出
。
]
。

E
S
は
人
生
の
規
則
を
次
の
如
〈
設
き
出
せ
り
、
「
渋
佐
て
喜
院
を

ク

ラ

ソ

ヒ

サ

h

v

p

ザ

ヨ

ミ

シ

も
て
汝
り
ば
ん
を
食
ひ
、
楽
き
心
を
も
て
放
の
酒
を
飲
め
、
其
は
一
脚
久
〈
放
の
所
潟
を
嘉
納
た
ま
へ
ば
な
り
、
波

ア

プ

ラ

タ

エ

タ

ず

グ

ウ

り
衣
服
を
川
市
山
に
白
か
ら
し
め
よ
、
波
の
一
政
に
由
討
を
総

L
む
る
な
か
れ
、
目
の
下
に
汝
が
賜
は
る
ニ
の
淡
の
窓
な
る

4
ノ

チ

タ

ラ

ヨ

レ

生
命
め
目
的
問
、
放
そ
の
愛
す
る
妻
Z
J
E
も
仁
、
茸
口
び

τ度
生
せ
、
訟
の
容
な
る
生
命
の
問

L
か
せ
よ
、
是
は
該

よ
り
盗
み
得
た
る
、



プ
シ

が
世
に
あ

h
て
受
る
R
庁
、

1主
力支

其ν 日
t立且〉

波下
0) こ

往主{劫
んげ
ごる
すー聖子
る苦
ご lこ
こよ
ろり
のて
1，，-ヨ 4号
府ミる

に者
はな
、り

、ユ二ヲ
作 y凡
もて
計Z-汝
訟主の
ド手
生日 1: 
i戒 il~
もる
村ニ
慈ご
も t主
ゐ、

カ
を
つ
く
し
て
こ
れ
を
潟
せ
、

る
こ
ご
な
け
れ
ば
な
り
」

大
章
じ

l

一O)
ご
せ

h
、
印
。
一
。
日
自
の
智
慧
に
よ
る
に
、
人
は
人
生
の
目
的
如
何
の

問
題
を
、
解
決

L
得
ま
る
が
故
に
、
出
来
る
丈
け
多
〈
こ
の
生
命
を
、
享
楽
す
ぺ
し
、
と
す
る
に
わ

b
き
。
か
、
る

制
制
想

Z

U
反
謝
に
肉
躍
を
以
て
.
罪
の
一
枝
川
酬
に
過
ダ
す
己
し
、
生
命
を
以
て
試
練
に
過
ぎ
す

Z
す

る

禁

欲

圭

義
、
際
法
主
義
は
、
最
も
基
本
的
な
る
諸
欲

ω、
満
足
を
抑
制
せ
ん
e

}

子
炉
】
望
み
、

か
ぐ
て
或
は

ν
リ
ア
の
山
口
γ

。。ロ印身、{』常
ω

を
し
て
、
柱
の
ほ
上
に
留
ま
り
住
み
、
苦
行
す
る
台
〕
ご
を
以

τそ
り
信
徒
批
ひ
せ
し
め
、
或
は
古

印
度
に
於
け
る
が
如
〈
、
担
架
へ

ω一
大
殿
に
よ
り
寂
滅
せ
し
め
ん
巴
す
る
は
、
前
記
械
端
な
る
一
字
樹
木
主
義
正
菜
、

に
、
現
今
普
通
な
る
道
徳
律
的
非
難
す
る
所
な
り
。
右
は
経
済
上
に
影
響
す
べ
き
、
雨
桶
端
の
人
生
凱
を
例
示
せ

る
も
り
な
る
が
、
品
、

ω中
間
に
於
て
も
亦
卒
者
に
よ
り
憶
が
る
、
道
徳
制
如
何
に
よ

b
、
経
済
準
設
上
潤
色
せ
ら

る
、
一
所
ゐ
る
べ
き
や
認
ム
べ
か
ら
守
、
現
に
道
徳
川
判
規
即
日
。
当

目
。
門
戸
口
々

の
非
難
が
、
古
川
県
経
隣
町
半
減

ω諸
島
寸

者
に
加
へ
ら
晶
、
こ
言
、
な
り
じ
も
、
部
分
的
に
は
夫
等
経
済
問
平
岩
ん
か
、
そ

ω骨
田
川
に
通
崩
せ
る
道
似
間
半
設
を
、

採
用
せ
る
の
事
賞
に
基
づ
け

h
、
卸
ち
そ
の
逗
倍
率
説
は
世
に
快
楽
主
義
国
え

s
r
E
Z
L
E
偲
へ
ら
る
、
も
の

の
、
諸
形
態
た
り
き
、
夫
れ

HLonro 
又フぞ

ω諸
后
継
者
は
、
精
一
柳
は
有
情
物
以
上
に
出
で

eさ
る
こ
己
を
、

方言

せ

hzd
さ
推
測
せ
ら
礼
た
る
が
、
俄
り
に
然
り
ご
せ
ば
善
は
快
楽
を
意
味
す
る
の
外
な
く
、
惑
は
許
痛
ぞ
意
味
す
る
の

論

叢

倫
則
正
経
怖
と
の
刷
係

第
一
了
ず
を

(
第
二
就

矛ミ

) 

=
一
五
七



諭

議

倫
明
と
粗
描
円
と
由
聞
係

第
二
十
巻

三
五
八

(
第
二
腕

外
な
か
る
べ
し
、

か
〈
て
行
動
り
合
理
的
目
的
は
、
最
小
量
の
苦
痛
に
よ
っ
¥
最
大
量
の
快
制
捜
を
欣
む
る
に
存
す

さ
す
る
の
外
な
か
る
べ
し
、
而
し
て
こ
の
道
徳
島
平
設
は
、
私
利
的
た
る
吉
博
愛
的
た
る
ご
の
、
主
要
な
る
二
形
態

に
分
れ
、

そ
の
私
利
的
な
る
も
の
に
よ
る
に
、
個
人
は
白
己
の
辛
頑
の
み
を
同
h
得
〈

L
ご
L
、
そ
の
博
愛
的
又

は
功
利
的
な
る
も
の
に
よ
れ
ば
、
詩
人
の
幸
踊
を
園
h
，
得
吋
〈
、
叉
闘
る
べ
き
も
の
な
り
ご
せ
り
、
右
ニ
準
設
を

繋
「
の
判
明
鎖
は
、
批
品
目
的
本
能
に
よ
り
授
け
ら
る
ぺ
〈
、
的
も
そ
の
本
能
を
充
た
す
に
よ
り
、
人
は
自
己
の
幸
頑

ご
そ
の
同
胞
の
幸
一
珊
ピ
を
、
同
時
に
全
う
す
べ
し
ご
な
す
を
得
ん
、
そ
は
兎
も
角
右
功
利
主
義
山
亭
設
は
、
出
口
目
。

に
よ
り
初
め
て
そ

ω破
棋
を
示

3
れ
、
后
に

そ
は
古
典
経
済
同
学

国自丹
E
E
に
よ
り
精
読
3
れ
し
所
な
る
が
、

か
〈
て
又
后
世
の
問
中
者
に
よ
り
、
彼
等
は
人
の
性
質
に
闘
才
る
依
絞
観
念
を

借
り

τ、
諸
枇
曾
現
象
を
説
明
せ

h
Z
の
識
り
を
、
招
〈
の
事
由
ご
な
れ
り
。
現
今
普
通
な
る
人
生
観
に
よ
る

波
の
諸
亭
者
に
よ

h
採
用
ゼ
ら
れ
、

に
、
人
は
そ
り
諸
抽
出
力
会
部
を
・
充
分
に
延
ば
す
ニ
ピ
営
努
h
U
ぺ
仁
ご
敬
ゅ
、
就
中
智
能
生
活
は
最
も
肝
要
な
る

を
以
て
、
第
一
に
智
徳

ω啓
俊
h
a
闘
bJ
、
併
せ
て
叉
身
飽
の
暢
達
ef
計
る
べ
き
な
り
、
そ
は
精
耐
仰
を
宿
す
の
器
な

る
を
以
て
な

h
、
こ
の
目
的
は
沿
ね
く
知
ら
れ
た
る
古
維
馬
的
視
詩
作
者
ロ

R
E
5
7
E
g
』
ロ
芯

E-
に
よ
る
一

格
言
「
健
全
な
る
精
紳
は
、
健
康
な
る
身
慌
に
宿
る
」

o
z
z
z
E
E
E
m
p
E
m
E
E
E
5
2屯
。
日

E
B
ご
す

る
も
の
に
よ
ち
言
ひ
表
は
さ
る
、
過
労
又
は
過
度
り
制
欲
に
よ

b
身
罷
を
苦
し
め
、

か
く
て
そ
の
身
鰭
を
し
て
、

最
早
心
の
器
物
た
り
得
ぎ
る
が
如
く
な
き
し
ひ
る
は
正

L
か
ら
す
、

さ
れ

H

と
又
之
を
儒
弱
又
無
気
力
な
ら
し
め
、

Cf， Mont~gue， Art. 'Systems of Mom]ity in Relation to Political 

Economy. in Palgrave's Dictionary. II. p. 614 
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か
〈

τ
日
夜
昼
想
に
駆
ら
る
、
が
如
〈
な
き
し
む
る
も
正
し
か
ら
宇
、
此
勅
に
つ
き
古
希
臓
人
を
模
範
Z
し

τ慕

げ
得
べ
き
は
、
普
ね
く
人
の
知
れ
る
所
な
り
、
彼
等
は
身
躍
に
つ
き
大
に
心
配
せ
り
、
而
も
克
く
積
橋
的
に
身
鱒

を
強
健
に
じ
又
勇
舵
な
ら
し
め
、
依
b
て
疲
労
を
血
買
わ
宇
、
風
雨
に
耐
へ
、
又
殆
ん
H

と
疾
病
に
躍
る
こ
ご
な
か
ら

し
め
ん
ニ
ご
の
み
に
腐
心
せ

h
、
同
時
に
彼
等
は
哲
朗
宇
及
政
治
を
論
じ
て
、
心
の
啓
疫
を
闘
。
、
叉
致
育
の
一
方

使
ご
考
へ
ら
れ
た
る
、
義
術
に
典
を
催
ふ
し
た

h
。
要
す
る
に
経
済
曲
学
は
そ
の
特
殊
研
究
目
的
土
、
人
を
以
て
致

用
を
追
随
す
ご
す
る
も
、
有
形

ω宮
は
一
手
段
に
し
て
、

一
目
的
た
ら
ゴ
る
を
忘
る
べ
き
に
非
中
、
之
Z
虫
(
仁
身

僅
を
犠
牲
に
供
す
べ
き
、
禁
欲
正
義
に
耳
を
傾
く
べ
き
に
非
す
、
叉
事
々
物
々
を
肉
健
の
要
求
の
た
め
、
犠
牲
に

供
す
ぺ
き
逸
楽
主
義
印
可
F
E
E
S
(
3
E
tお
は
組
元
前
七
百
品
同
年
に
、
南
世
太
一
判
に
立
て
ら
そ
ん
る
荷
風
白
官
裕
な
る
大
向
貰
町
た
り
、

そ
の
住
民
は
費
樺
抑
き
瓦
優
柔
な
る
生
前
に
よ
り
、
極
め
て
著
名
と
な
れ
る
よ
り
、
印
可
σ包
コ
"
の
て
ふ
詩
は
、
抱
一
換
と
同
義
と
な
れ
り
」

に
も
耳
を

貸
す
べ
き
に
非
争
、
人
の
行
錯
の
諸
動
機
何
た
る
e
へ
き
か
を
、
人
の
性
質
を
取
扱
ふ
べ
き
諸
率
問
に
つ
き
で
皐

び
、
依
・
り
て
枇
舎
の
秩
序
を
整
へ
、
そ
の
結
果
各
人
を
促
し
、
そ
の
時
及
カ
を
絶
b
中
最
善
の
用
途
に
、
使
用
せ

持

し
む
る
の
放
あ
る
ぺ
き
な
り
。

右
の
論
旨
よ

h
せ
ん
か
、
辛
繭
の
主
要
一
冗
素
が
.
富
裕
の
み
に
限
ら
ざ
る
ニ
ご
も
、
等
し
〈
明
白
な
bJ
、
官
は

幸
掘
の
外
国
介
設
備
を
、
備
は
ら
し
め
得
ぺ
き
物
質
に
外
な
ら
宇
、
或
程
度
の
進
歩
に
は
、
い
と
の
途
富
ゐ
る
こ
己
肝

要
な
る
も
、
宮
絡
な
る
を
以
て
進
歩
の
主
要
詮
捺
己
す
る
を
得
中
、
寧
ろ
古
人
は
富
の
増
殖
に
よ
り
、
優
柔
及
滅

宮市

議

倫
理
主
紐
済
と
の
閥
係

三
宜
九

第

腕

山，、
-'11: 

第
二
十
巻

Cf. Laveleye. op. cit.. pp. 6. 7; the Selme authol'， Luxury. pp. J34. 135 4棒



論

押主

倫
理
と
樫
済
と
の
閥
係

第
二
十
巻

、一、ノプ

三
大

O

(
第
二
駿

む
を
促
す
べ
き
-
-
正
の
、
避
け
難
き
を
信
じ
、
富
。
5
2
4
2日

2

さ
へ
も
亦
か
〈
信
じ
た
り
、

-
』
は
彼
等
が
諸
帝
国

の
設
落
を
、
説
明
せ
る
仕
方
な
り
、
素
よ
り
一
民
族
が
原
始
的
質
朴
の
獄
況
を
股
L
、
急
劇
に
富
裕
ご
な
る
も
、

之
ご
同
時
に
必
要
な
る
単
位
カ
を
養
ひ
、
由
り

τそ
の
富
を
良
好
に
依
用
す
る
の
、
能
力
を
繰
る
に
非
ゃ
ん
ば
‘

そ
の
宮
は
不
港
総
の
源
泉
ご
な
り
、
ヲ
次
、

ω滅
落
砂
原
因
ど
な
る
〈
き
は
異
な
h
ノ
、
賞
に
諸
民
主
図
は
富
の
過
大
に

よ
る
よ
市
り
も
、
常
に
温
度
の
不
平
等
及
宮
者
の
奈
修
に
よ
b
浪
落
し
た

h
、
政
権
を
握
り
つ
、
騎
る
渚
は
、
久
し

焚

か
ら
さ
る
の
事
例
た
る
、
東
西
史
上
そ
の
例
に
乏
し
か
ら
さ
る
な
り
.
凡

τ殿
正
に
一
身
専
属
的
な
る
幸
瓶
、
詳

言
す
れ
ば
健
康
、
書
命
、
智
慧
及
徳
を
増
す
が
た
め
に
、
宮
が
良
好
仁
費
や
さ
る
る
迄
は
、
何
人
も
そ
の
富

ω用

途
に
付
、
完
全
な
る
を
得
た
り
ご
す
る
F

ぜ
得
宇
、
否
一
歩
を
準
め
告
誌
を
以
て
、
情
暗
唱
の
降
'
り
ご
す
る
の
思
想
さ
へ

も
、
東
西
洋
を
通
じ
曾

τ唱
へ
ら
れ
允
る
こ
三
ゐ
h
、
基
相
同
数
の
数
旨
中
に
は
、
官
岩
に

L
て
天
国
に
入
る
は
、

同
相
院
を
し
て
針
の
孔
を
過
性
し
む
る
よ
ち
難
し
ご
す
る
も
の
あ
る
ぜ
同
様
、
我
邦
の
古
道
徳
訓
中
に
は
、
人
最
可

行
施
、
布
施
菩
提
糠
、
人
最
不
惜
財
、
期
資
苓
提
障
(
章
子
敬
)
ご
謂
へ
る
あ
り
、
そ
は
兎
も
角
枇
食
言
し
て
省
機

な
り
ご
す
る
も
、
そ
の
組
成
員
会
部
が
一
居
高
山
川
な
る
卒
編
、
高
倫
な
る
開
化
を
崎
将
重
し
、
金
儲
け
を
以
て
此
開

化
を
奉
「
る
の
一
方
便
視
す
る
に
至
る
迄
は
、
そ
の
枇
舎
は
異
の
幸
一
澗
に
逗
L
K
Lり
ざ
す
る
を
得
子
、
此
主
意
よ

b
せ
ん
か
、
農
村
枇
舎
は
大
に
富
め
る
こ
己
な
し
ご
す
る
も
、

そ
の
幸
一
臓
を
加
ふ
る
の
幾
多
方
法
ご
し
て
、
費
用

を
要
せ
、
さ
る
も
の
を
、
包
容
す
る
の
長
所
を
牧
め
得
べ
し
、
農
家
に
於
け
る
自
然
の
外
閣
は
、
子
供
を
し
て
宮
よ

亡王I..aveleye，Luxury. pp， 143， r44 4降



り
も
貴
量
、
能
力
及
勇
気
を
暢
漣
せ
し
む
、
普
通
の
貯
蓄
上
后
日
の
物
質
的
安
幾
を
、
謀
る
が
た
め
に
啓
品
目
せ
ら

る
べ
き
、
倹
約
心
の
同
一
一
原
則
は
、
多
年
に
亘
hJ
自
然
の
賜
及
自
然

ω教
訓
を
、
賢
明
に
享
け
入
る
、
が
た
め

に
、
蔚
ら
き
る
べ
き
一
層
偉
大
な
る
幸
頑
に
つ
き
て
も
、
等

L
〈
臨
時
用
せ
ら
る
、
此
駄
に
駿
蓄
せ
る
所
多
き
農
民

は
、
「
五
口
に
貧
を
も
富
を
も
即
時
へ

F
れ
」
正
の
希
墜
を
述
べ

L
、

一
賢
者
の
理
想
放
態
に
、
高
人
中
最
も
近
〈
達
し

得
た
り
ご
す
べ

L
、
彼
は
世
界
に
よ
り
授
り
ら
れ
た
る
良
境
遇
に
蕗
し
、

主
の
家
族
の
衣
食
伎
を
、
気
楽
に
せ
し

h
u

る
一
』
ど
に
不
足
せ
す
、
健
康
な
る
身
韓
正
剛
健
な
る
気
質
£
を
、
養
成
さ
れ
た
る
子
に
は
、
教
育
の
好
機
曾
を

授
け
得
吋
〈
、
自
己
ご
し
て
は
之
に
勉
む
る
の
意
ゐ
る
限
b
、
そ
の
自
然
の
徐
暇
を
利
用
L
、
新
聞
雑
誌
及
書
籍

を
用
ゐ
、
自
己
の
啓
後
を
蹴
る
を
得
べ
し
、
同
様
の
諸
飽
カ
を
有
す
る
隣
人
ご
の
諸
関
係
は
、

毛
の
他
如
何
な
る

事
情
の
下
に
後
見
芸
品
、
よ
h
も
、
遥
か
に
人
間
ら
し
く
、
叉
異
質
な
h
、
農
民
に

Lτ
か
f
生
活
す
る
の
要
ゐ

る
如
〈
‘
生
活
し
た
り
ご
せ
ん
か
、

そ
の
家
庭
は
異
質
な
る
親
切
、
人
の
諸
機
利
へ
の
異
質
な
る
同
情
を
、
見
る

ぺ
吉
中
心
ご
な
ら
ん
、
又
和
順
を
培
ふ
の
心
掛
、

不
断
に
少
し
〈
存
せ
ん
か
、
子
供
同
慌
に
叉
そ
の
雨
親
に
、
男

た
h
又
女
た
る
性
格
の
、
異
基
本
を
授
〈
る
に
最
も
近
か
ら
ん
、

か
〈
て
よ
〈
治
め
ら
れ
た
る
農
家
は
、
子
孫
に

至
る
迄
漣
締
安
泰
な
る
を
得
ぺ

L
、
路
言
す
れ
ば
賢
明
に
使
用
苫
れ
た
る
小
資
産
は
、
莫
大
の
幸
摘
を
意
味
す

〉

]FH一うぐ
E
F
F
J
4
6
=
口百

ι
E
E
E
2
2
E
。5
5
5
2
t
は
、
農
家
に
つ
き
て
謂
ひ
得
べ
き
所
な
h
噌
五
百
人
は
か

〈
観
す
る
ご
共
に
特
に
想
起
せ
ら
る
、
は
、
天
保
九
(
一
八
三
人
)
年
七
十
七
歳
に
て
残
せ

L
江
戸
の
小
設
家
高
井
蘭

論

葺

ハ
七
)

~r、

倫
刊
と
い
酔
械
と
の
胤
悼

第
二
十
巻

(
第
二
銃

T. 373 fg. Cf. Ge5. T. Fairchild， RUlal Wealth and Welfare， Igcxコ4梓



誌面

叢

倫
理
と
紐
済
と
の
闘
部

第
二
十
巻

第

競

大

λ
)

大

山
が
、
文
化
六
年
乃
至
丈
政
五
年
の
十
一
ニ
グ
年
に
豆
り
(
一
入
Q
九
|
一
八
三
一
年
)
嘗
時
の
此
曾
朕
践
を
描
寓
せ
る
も

の
ご
し
て
、
侮
h
J
難
き
倒
値
を
有
す
ご
想
以
る
、
一
一
一
冊
本

ω著
書
、
「
虫
採
調
賞
記
」
中
に
摘
み
し
序
文
な
り
、
卸

ち
日
〈

フ
4
-
7

ツ

タ

ヲ

ザ

抑
農
聞
に
生
る
、
者
、
四
民
の
次
士
に
亜
る
事
を
知
(

b

e

)

、
主
(
身
の
業
を
専
に
し
、
主
夜
怠
な
〈
先
組
を
大

ヘ

リ

ク

タ

メ

シ

ヅ

カ

フ

ァ

、

レ

主

切
に
し
、
父
母
に
抱
(
く
)
事
(
之
、
他
を
敬
ひ
己
を
謙
A
h
)
、
修
を
省
(
き
)
、
家
内
よ
h
使
令
者
迄
憐
の
心

す

れ

ヤ

ヶ

、

ッ

ト

を
用
(
ゐ
)
、
公
の
御
法
度
は
申
に
及
ば
示
、
領
主
地
頭
り
従
を
守
(
ム
リ
)
、
代
官
を
崇
(
め
て
常
に
慎
ん
で
恵

アハ

ν主

事
を
す
ま
じ
ご
心
懸
ん
仁
は
、
天
道
一
脚
明
の
感
を
栄
(
り
て
子
々
採
々
繁
柴
疑
有
べ
か
ら
歩
、
新
意
を
用
ゐ

ん
に
は
、
農
家
の
上
に
起
て
、
気
楽
な
る
も
の
は
ゐ
ら
じ
・
花
鳥
風
月
の
長
物
も
、
都
曾
に
(
勝
h
)
、
肱
「

山
水
に
楽
(
ま
)
し
め
、
心
を
酬
明
野
の
康
(
き
)
に
お
く
、
義
も
叉
何
ぞ
久
し
か
ら

F
ら
む

え
現
今
の
時
勢
に
庭
し
、

そ
の
主
張
を
以
て
怒
〈
適
切
な
h
z
は
な
し
待
ぎ
る
叩
へ
き
も
、
農
村
生
活
の
幸
福
を

謡
歌
せ
る
黙
に
於
て
、
前
記
の
観
想
ご
共
通
せ
る
も
の
あ
る
が
如
き
は
、
注
怠
す
べ
き
に
非
す
や
、
尤
も
賞
際
に

ゐ
司
り
て
は
、
農
村
の
気
風
悶
循
に
流
れ

τ、
進
歩
に
逆
行
す
る
こ
芭
ゐ
る
ご
共
に
、
文
明
の
世
に
ゐ
り

τは
、
血
民

民
市
民
化
に
件
ム
諸
弊
害
を
生
じ
、
前
記
の
如
き
長
所
を
後
揮
し
得
ぎ
る
こ
己
あ
る
べ
し
。

以
上
設
き
来
れ
る
所
を
綜
合
し
て
考
ふ
る
に
、
特
に
現
時
の
如
〈
普
通
の
知
識
か
、
高
民
に
行
渡
れ
る
時
代
に

あ
り
て
は
、
高
民
の
生
存
上
一
定
の
物
質
的
基
礎
備
は
る
こ
己
を
快
件
ご

L
て
、
そ
の
枇
曾
は
幸
幅
拡
態
に
あ
与



古
想
像
じ
得
プ
¥
国
家
一
位
舎
ご
し
て
は
、
畢
一
覚
此
基
礎
を
整
ふ
る
に
勉
h
u
ぺ
き
の
み
、
素
よ
り
国
民
の
生
業
規

す
ぺ
き
も
の
、
殆
ん
Y
」
農
業
に
限
ら
れ
た
る
時
代
に
於
て
、
領
主
よ
り
士
地
を
借
り
て
耕
作
せ
る
農
民
が
慣
習
に

よ
-
り
て
定
ま
れ
る
産
物
納
付
及
筏
役
の
義
務
を
果
す
限
、
り
、
殆
ん
い
と
世
襲
的
じ
そ
の
土
地
1

、
占
有
し
得
た
る
嘗

時
に
ゐ
り
で
は
、
兵
乱
及
暴
徒
の
虞
な
き
限
り
、
住
民
は
克
〈
寡
欲
知
足
た
り
、
そ
の
堵
に
安
ん
中
る
ニ
ご
を
得

た
h
し
な
ら
ん
も
、
現
時
の
如
〈
国
民
の
欲
望
複
雑
ぜ
な
れ
る
時
代
に
は
、

衣
食
足
ら
ざ
る
場
合
、
叉
そ
の
欲
求

正
之
が
充
足
ご
の
問
、
大
懸
隔
ゐ
る
場
合
、
人
は
満
足
し
得

F
る
べ
き
を
以
て
、
岡
家
は
高
民
を
L
τ
、
生
活
に

困
ら
し
め

F
る
の
基
礎
を
授
〈
ぺ
き
な
b
、
そ
の
昔
し
「
若
貧
窮
身
、
無
下
可
=
布
施
】
財
品
、
見
「
-
一
他
布
施
昨
日
、
可
u

生
=
随

芭
致
へ
た
る
が
如
、
さ
は
、
物
質
上
の
困
難
に
苦
し
め
ら
る
、
こ
さ
徐
h
に
甚
L
〈
、
叉
宗
致
仁
罷

事
心
日
(
貴
子
敬
)

紳
せ
ら
る
、
ニ
イ
」
諸
問
ら
げ
る
、

A
1
円
の
俗
衆
に
罰
し
て
は
不
適
切
な
り
、
現
時
の
閥
民
経
僚
に
ゐ
h
J
τ

は
、
寧
ろ

右
生
存
上
の
必
要
な
る
基
本
以
上
に
一
歩
骨
造
め
、
人
の
高
尚
な
る
生
存
目
的
に
闘
L
、
そ
の
時
ぞ
の
蕗
に
勢
力

ゐ
る
見
解
ピ
、
有
〈
も
収
納
す
る
こ
ご
な
き
限
り
、
謹
し
叉
査
す
の
要
ゐ
る
閏
有
職
品
川
あ
り
、

そ
は
外
商
開
化
を

向
上
畿
展
せ
し
む
る
に
あ
り
、
そ

ω組
成
員
会
加
の
欲
望
を
、
経
済
貨
物
に
よ
h
出
来
る
丈
け
完
全
に
充
た
L
、

そ
の
間
現
存
欲
望
を
充
た
す
の
み
な
ら
や
、
新
欲
望
の
開
後
生
活
標
準
の
遮
井
を
も
闘
る
ご
共
に
、
人
口
遁
堆
の

勢
を
鋭
く
る
よ
子
宮
期
す
る
に
ゐ
h
o
事
賃
上
現
時
の
岡
民
経
済
に
ゐ
り

τは、
ニ
稲
零
落
の
一
つ
又
は
雨
者
共

じ
、
衆
麻
の
経
済
的
地
位
に
件
ム
こ

Z
あ
り
、
郎
も
か
、
る
零
落
は
或
は
絡
調
的
だ

h
、
或
は
相
掛
的
た

b
、
絶

輸

叢

倫
理
ξ
紙
調
と
の
嗣
係

第
二
十
巻

{
第
二
擁

六
九
)



講

叢

倫
理
&
組
済
企
の
聞
係

第
二
十
巻

(
第
三
穂

セ
O
)

，、
回

相
到
的
零
落
ご
は
、
他
人
の
経
済
的
地
位
又
は
新
時
代
の
幾
り
京
市
れ
る
諸
欲
求
へ
の
比
照
を
待
た
守
、
境
渇
そ
り
も

の
ご
し
て
赤
貧
な
る
を
意
味
す
、
現
今
一
般
に
絡
調
的
零
落
は
例
外
な
り
、
而
h
h円
普
通
に
想
像
せ
ら
る
、
が
如

き
穂
度
に
よ
り
、
珍
し
ご
す
べ
き
こ
ご
な
し
‘
詩
文
明
闘
に
於
げ
る
固
定
資
本
特
に
機
械
の
改
良
に
基
づ
き
、
融
宵

働
及
資
本
の
入
替
を
件
ふ
ペ
ミ
d

諸
愛
動
、
景
気
の
劇
稜
に
よ
り
生
産
の
緊
縮
儲
け
口
の
縮
少
を
来
す
べ
き
大
愛
動

は
、
多
数
の
人

7
伊
』
害
仁
、
就
中
そ
の
多
数
は
従
前
の
如
、
さ
地
位
に
よ
り
、
復
職
す
る
こ
ご
な
し
、
そ
の
経
済
的

禍
害
に
し
て
相
営
に
大
な
る
も
の
な
ら
ん
に
は
、
さ
乍
ら
噴
水
的
=
想
は
る
、
が
如
き
仕
々
に
よ
り
、
踊
害
そ
れ

白
鶴
を
膨
大
せ

L
む
る
の
傾
向
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
子
供
等
は
激
育
さ
れ
十
、
身
髄
上
、
融
合
上
及
道
徳
上
一
層

低
き
生
活
標
準
へ
の
逆
鱒
あ
り
、
そ
り
諸
方
面
へ
の
進
歩
は
止
む
、
相
調
的
零
落
は
一
屠
普
通
な
り
、

こ
は
民
衆

中
大
部
分
が
一
面
に
は
一
般
経
済
進
歩
定
の
増
殖
、
他
面
に
は
そ
り
合
理
的
欲
望
及
抱
負
の
啓
畿
ご
、
歩
調
e
f
A
H

せ
て
準
ま

Y
る
こ
ご
を
意
味
す
、
此
酔
聞
に
つ
き
富
者
特
に
成
上
り
者
の
、
濫
費
に
よ
り
刺
戟
さ
れ
た
る
、
軍
純
者

修
へ
の
、
渇
紫
は
、
之
を
問
ふ
迄
も
な
し
、
五
百
人
が
認
に
考
へ
つ
、
あ
る
も
の
は
、
民
衆
の
高
備
な
る
欲
求
に
あ

-h
，
、
是
等
の
欲
求
に
し
て
正
し
き
方
向
に
進
み
つ
、
あ
り
ご
せ
ば
、
そ
は
文
明
の
一
俊
件
な
る
を
以

τ、
寧
ろ
歎

迎
な
る
べ
き
な
b
、
文
明
の
礎
遣
に
於
け
る
引
績
く
各
階
級
は
、
新
欲
望
に
よ
り
伶
は
る
、
是
等
新
欲
望
開
融
監
事

る
、
に
非
ゃ
ん
ば
、
丈
明
は
停
滞
す
る
に
至
る
ぺ
し
、
尤
も
か

f
欲
笠
の
増
進
を
是
認
す
べ
き
経
済
事
説
正
、
節

制
の
徳
を
設
〈
こ
ご
多
量
倫
理
準
設
ご
の
衝
突
又
は
調
和
に
つ
き
て
は
、
簡
車
に
説
き
去
る
を
得
ゃ
、

こ
は
別
項



に
於
て
問
題
正
き
る
べ
き
所
な
り
。

姦
に
併
せ
て
注
意
す
ぺ
き
は
、
貨
物
に
相
賞
せ
る
凋
逸
話
。
己
の
意
義
な
り
、
郎
も
の
E
E
N
m
-
が
同
語
に
つ

き
設
り
る
所
は
ョ
恰
も
経
済
問
円
干
の
基
本
版
念
に
関
聯
す
る
己
共
に
、
経
済
古
倫
理
ご
の
特
異
及
関
聯
を
考
ふ
る
上

に
、
禅
盆
す
べ
き
も
の
あ
る
を
以
て
、
そ
の
論
旨
中
議
論
を
指
む
べ
き
も
の
な
し
ご
せ

F
る
が
如
き
も
、
以
下
そ

グ
E
ト

の
僅
紹
介
せ
ん
か
、
「
善
き
」
己
の
形
容
詞
は
一
物
館
が
何
れ
炉
の
生
物
の
幅
一
祉
の
た
め
、
進
捗
的
な
る
一
関
係
を

金
〈
一
般
的
に
言
明
す
、
之
に
つ
き
て
も
他
の
一
生
物
ご
の
閥
係
に
於
て
、
設
か
る
、
場
合
な
れ
ば
己

τ、
長
柿
柑

目
的
ご
し
て
の
人
の
頑
祉
は
、
常
に
合
意
せ
ら
る
、
ゃ
素
よ
り
な
り
、

か
(
τ

「
善
、
き
」
ご
の
語
を
何
等
の
附
言
な

〈
し
て
周
ゐ
ん
か
、
直
接
に
人

ω一
服
祉
を
想
ふ
べ
し
、
仮
令
ば
食
事
又
は
天
気
よ
し
さ
言
ふ
場
合
は
然
り
、

ど
一
飼
料
が
一
家
者
の
た
め
に
よ
し
さ
言
ひ
、
又
は
一
肥
料
が
作
物
の
た
め
に
よ
し
さ
言
ふ
場
合
は
、
右
附
言
ゐ

る
が
た
め
に
直
接
に
は
動
物
界
又
は
梢
物
界
の
、

一
本
健
己
の
調
一
雄
樹
係
を
指
示
す
る
も
、
ぞ
は
こ
の
動
物
又
は

こ
の
作
物
そ
の
も
の
が
、
真
に
人
間
ゆ
瓶
一
肱
目
的
に
資
す
ぺ
し
ご
の
、
保
件
の
下
に
於
て
の
み
然
h
J
、
蓋

L
人
は

野
獣
又
は
雑
草
の
た
め
に
有
盆
な
る
も
の
を
、
異
面
目
に
よ
し
ご
呼
ぶ
を
欲
せ

F
る
〈
き
を
以

τな
与
、
無
機
界

ω議
部
分
に
つ
き
同
語
を
用
う
る
ご
き
は
、
言
葉

ω短
縮
ゐ
る
ニ
吉
一
層
著
し
、

蓋
L
一
の
研
ぎ
物
道
具
又
は
保

弁
方
便
が
、
織
の
た
め
に
よ
し
ご
せ
ら
る
、
は
、
た
め
に
人
の
た
め
に
役
立
つ
べ
き
場
合
に
限
る
や
明
か
な
り
、

蓋
し
無
機
界
の
一
部
E
し
て
の
織
は
、
材
料
及
力
の
機
械
的
一
結
合
を
、
代
表
す
る
に
過
ぎ
子
、
定
れ
る
不
裂
の

諭

議

(
第
二
蹴

t 

大

五

倫
理
と
経
済
と
の
闘
係

第
二
十
巻

き

れ

Cf. Ely. op. cit.， pp. 59， 60 

Cf. Gruntzel， op. cit.. S5. 37-39 
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第
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十
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第
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親

七
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". f、
J 占ノ、

自
然
法
に
よ
り
枠
せ
ら
晶
、
の
み
に
し

τ、
そ
の
他
の
一
越
化
を
示
す
-
』
ご
な
け
れ
ば
な
h
、
生
物
ご
し
て
の
動
植

物
及
人
は
、
有
機
的
結
合
た
・
9
、
素
よ
ム
り
又
自
然
の
材
料
及
カ
よ
り
成
る
の
み
な
る
も
、
そ
の
形
を
麗
ら

L
h
u
ぺ

き
結
果
、
手
の
結
合
を
概
念
上
固
有
の
一
肉
食
展
法
則

ω下
に
総
括
し
得
ぺ

f
、
か
〈
て
又
機
械
的
生
現
の
図
巣
態

以
外
に
、
宵
有
機
的
生
現
の
特
別
一
因
果
態
に
倖
せ
ら
る
o

質
名
詞
の
己
を
始
め
て
使
用
す
る
に
至
b
し
は
、
倫
理
由
学
な
り
、
而
も
通
話
熟
語
最
高
善

F
2
r且
E
C
Z
m
の

形
に

τ然
h
、
而
し
て
同
語
の
下
に
外
面
的
、
詳
言
す
れ
ば
官
能
の
知
箆
に
よ
h
.
確
認
し
得
ベ
き
物
瞳
を
解
し

た

h
、
さ
れ
ど
そ
の
物
館
は
金
外
界
を
、
人
間
頑
祉
の
目
的
に
資
せ
し
む
べ
き
も
り
た
る
古
る
は
自
明
な
り
、
そ

は
不
可
能
な
れ
ば
な

b
、
寧
ろ
そ
は
人
そ
の
も
の
を
そ
の
性
格
上
改
善
せ
し
む
べ
き
も

ωた
り
、

か
〈
て
そ
り
人

の
自
己
改
善
に
よ
り
、
そ
の
一
般
楓
魁
進
め
ら
れ
た
る
を
想
ム
ペ
き
も
の
た
り
、
倫
理
曲
学
の
最
高
善
は
、
最
大
可

飽
の
自
己
完
成
な
h
、
従
ひ
て
そ
は
素
よ

h
嘗
該
倫
理
的
方
針
を
牛
一
み
出
せ
る
、
共
同
館
異
る
に
従
び
、
相
遣
を

墨
す
ぺ
き
一
理
想
な
b
、
郎
ち
各
倫
理
的
方
針
は
人
々
が
尋
常
賦
態

ω下
、
前
叫
胴
明
に
生
存
せ
や
し
て
、

一
共
同
檀

内
に
住
む
り
事
賞
を
、
顧
慮
す
る
の
要
め
り
、
従
ひ

τそ
の
理
想
に
は
そ
の
共
同
慢
に
よ
b
、
そ
の
組
成
員
に
卦

し
課
せ
ら
れ
た
る
諸
要
求
に
、
相
膝
せ
る
一
切
の
特
質
を
備
ふ
る
の
要
ゐ

h
、
最
古

ω宗
教
よ
り
湧
け
る
倫
理
に

あ
h
，
て
は
、
右
の
共
同
盟
は
家
族
た
り
、
希
臓
の
哲
間
半
に
あ
り
て
は
国
家
た
り
、
基
督
品
棋
の
観
念
仁
ゐ
b
て
は
そ

は
人
間
界
た
り
、
輸
近
生
活
に
ゐ

h
て
は
諸
共
同
盟
中
大
な
る
も
の
、
一
っ
た

h
、
而
し
て
他

ω共
同
瞳
を
金
(



無
規
す
る
が
如
き
こ
ご
な
し
、
そ
の
理
想
中
に
は
自
己
の
踊
祉
の
た
め
に
も
亦
努
む
べ
き
、

一
人
の
模
範
例
措
き

出
古
る
、
唯
か
〈
自
己
の
漏
赴
に
心
掛
く
る
も
、
直
接
に
然
り
ご
せ
守
し
て
間
接
に
然
り
、
郎
も
結
局
は
個
々
の

人
々
よ
り
も
、

一
居
高
位
に
お
か
る
べ
き
、

一
共
同
盟
を
介
し
て
然
。
、
故
に
「
生
命
は
あ
ら
ゆ
る
賀
中
の
貰
」
ド

非
4
V
J
Z

謂
ム
ベ

L
、
資
ご
す
べ
き
は
共
同
僅
の
首
領
の
、
命
令
仁
合
致
す
べ
き
凡
て
の
も
の
た
h
、
そ
の
命
令
が

共
同
館
の
た
め
に
進
捗
的
な
り
己
せ
ら
る
、
限
度
に
於
て
は
然
り
、
之

z共
に
性
格
差
の
も
の
が
判
断
せ
ら
る
、

ゃ
、
外
面
的
誘
引
の
影
響
を
受
け
、
そ
の
性
格
よ
り
生
み
出
さ
る
、
行
錯
が
判
断
せ
ら
る
、
ゃ
に
よ
り
、
主
格
的

意
義
の
善
吉
、
物
格
的
意
義
の
善
吉
匝
別
さ
れ
得
べ

L
、
か
〈
て
一
人
の
倫
ら
、
さ
る
性
格
資
質
が
、
そ
の
所
属
の

共
問
題
に
良
〈
迎
合
す
る
際
に
、
善
き
公
民
、
善
人
等

z
呼
ば
る
、
叉
一
行
潟
椴
A
T
ば
生
命
を
焔

tτ
一
人
h
f
救

ふ
は
善
な
り
、
蓋

L
そ
は
共
同
慢
に
盆
す
る
所
あ
れ
ば
な
り
、
そ
の
行
ひ
め

b
し
人
の
性
格
上
、
非
難
な
じ
正
せ

十
、
従
ひ

τ鍛
A
T
ば
利
欲
の
念
に
駆
ら
れ
た
る
も
の
な
る
際
に
て
も
然
h
ご
す
。

経
済
上
善
な
る
語
の
意
義
に
関
す
る
考
察
は
、
全
〈
異
れ
る
結
論
を
得
せ
し
む
、
素
よ
り
此
場
合
に
於
て
も
亦

人
の
踊
祉
に
謝
す
る
関
係
上
判
断
せ
ら
る
、
も
、
倫
理
の
場
合
に
は
、

そ
れ
白
岨
闘
が
院
に
人
間
踊
祉
の
た
め
に
存

置
き
る
ご
す
べ
き
一
共
同
種
吉
、
人
ご
の
関
係
に
闘
す
、

之
に
反
L
経
楠
胴
上
に
ゐ
り
て
は
直
接
に
外
面
の
一
物
髄

吉
、
人
間
の
踊
一
脈
目
的
ご
の
悶
係
に
闘
す
、
従
ひ
て
倫
理
に
あ
り
て
は
、
善
な
る
は
人
な
h
、
経
済
上
に
ゐ
り
て

は
外
物
な
り
、
倫
理
上
よ
り
せ
ん
か
、
菩
は
震
え
使
用
古
品
、
一
劃
勾
正
し
て
の
不
良
、
又
は
主
格
的
意
義
に
よ

論

叢

倫
理
主
総
憐
と
白
醐
係

第
二
十
巻

(
第
二
親

七
三
)

プて

七



論

議

倫
珂
ム
」
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問
と
の
閥

Mm

第
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一
十
巻

(
第
二
挽
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四
)

三
六
凡

り
性
格
判
断
上
使
用
さ
る
べ
き
惑
を
件
ふ
も
、
経
済
上
よ
り
せ
ん
か
之
に
反
し
、
蕃
物
ゐ
v

り
ピ
就
き
得
ぺ
き
の

み
、
蓋
し
資
質
及
そ
の
影
響
に
つ
き
判
断
さ
る
、
-
】
芭
な
〈
、
賞
然
よ
し

ιせ
ら
る
、
一
物
に
の
み
向
け
ら
る
ぺ

き
、
努
カ
に
つ
き
判
断
古
る
れ
ば
な
り
、
倫
理
上
に
あ
り
で
は
出
品
直
結
に
着
服
す
、
従
ひ

τ
間三

τふ
語
は
多
〈

は
形
容
詞
ご
し
て
使
用
ぜ
ら
る
、
も
、
経
傍
上
に
あ
h
τ
は
寧
ろ
日
探
知
に
着
服
す
、
従
ひ
て
頻
繁
に
名
調
正
し

て
使
用
し
、
貨
物
に
つ
き
設
く
こ
ど
、
す
、
倫
理
上
よ
り
せ
ん
か
経
済
貨
物
は
、
そ
の
も

ω
ご
し
て
は
一
元
来
善
蕗

に
無
頓
着
な
り
、
蓋
し
各
貨
物
に
つ
き
善
用
も
悪
用
も
な
さ
れ
得
ぺ
〈
、
倫
理
の
楳
句
が
貨
物
に
加
へ
、
ら
る
、

は
、
そ
の
貨
物
に
よ
り
性
格
の
一
特
定
後
展
傾
向
が
、
助
長
せ
ら
る
、
程
度
に
限
ら
る
れ
ば
な
ら
、
特
に
金
銭
に

特
殊
の
一
不
道
徳
牲
が
押
し
つ
り
ら
る
、
は
、
之
が
た
め
に
現
存
せ
る
共
同
盟
仙
、
分
裂
を
容
易
な
ら
し
め
、
従

ひ
て
共
同
館
に
よ
り
不
良
ピ
刻
印
さ
れ
易
き
を
以
て
な
り
o

(
未
完
)


